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東
京
土
建
国
民
健
康
保
険

組
合
の
加
入
者
は
毎
年
こ
の

時
期
に
各
分
会
で
新
年
度
用

の
健
康
保
険
証
を
受
け
取
っ

て
い
ま
す
。
小
紙
2
月
号
で

報
じ
ま
し
た
が
、
保
険
証
の

発
行
が
終
了
（
2
0
2
4
年

12
月
）
し
て
も
、
そ
れ
に
代

わ
る
書
類
を
交
付
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ひ
も
付
け

て
い
な
い
人
に
は
「
資
格
確

認
書
」
を
、
ひ
も
付
け
て
い

る
人
に
は
「
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
」
を
渡
し
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
名
は
違
え
ど
、
こ

れ
ま
で
の
保
険
証
が
果
た
し

て
き
た
役
割
と
ほ
ぼ
同
じ
で

す
。

東
京
土
建
国
保
の
場
合
、

加
入
者
と
19
歳
以
上
の
家
族

の
健
康
診
断
は
年
1
回
、
健

診
契
約
機
関
な
ら
無
料
で
受

け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
時
に

欠
か
せ
な
い
の
が
受
診
券
。

こ
の
受
診
券
を
資
格
確
認
書

や
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
と

と
も
に
渡
し
ま
す
。
繰
り
返

し
ま
す
が
、
看
板
は
替
わ
っ

た
も
の
の
、
や
る
こ
と
は
一

緒
。
だ
か
ら
所
属
す
る
分
会

の
交
付
会
に
必
ず
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

�
欠
陥
�

健
康
保
険
証
と
マ
イ
ナ
カ

ー
ド
の
一
体
化
問
題
を
巡
り

小
紙
は
「
マ
イ
ナ
の
ワ
ナ
」

と
題
し
た
企
画
を
立
ち
上

げ
、
そ
の
問
題
点
や
、
方
針

た
い

じ

の
撤
回
を
求
め
て
国
と
対
峙

す
る
仲
間
の
姿
を
伝
え
て
き

ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
に
よ

れ
ば
、
直
近
（
25
年
1
月
）

の
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
率
は

25
・
42
％
と
前
月
か
ら
横
ば

い
。
一
方
で
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
登
録
解
除
の
申
請

は
1
万
3
2
1
2
件
。
24
年

10
月
下
旬
か
ら
受
け
付
け
を

始
め
て
お
り
、
そ
の
累
計
は

5
万
8
4
2
6
件
に
上
り
ま

す
。
な
お
、
練
馬
支
部
で
は

25
年
2
月
末
現
在
、
10
件
で

し
た
。
利
用
者
が
低
迷
し
、

従
来
の
�
紙
の
保
険
証
�
に

回
帰
す
る
動
き
も
。
こ
う
し

た
背
景
に
は
マ
イ
ナ
保
険
証

の
�
欠
陥
�
が
露
呈
し
、
そ

の
リ
ス
ク
を
負
わ
さ
れ
る
こ

と
へ
の
抵
抗
を
感
じ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

資
格
確
認
書
な
ど
は
各
健

康
保
険
組
合
が
有
効
期
限

（
東
京
土
建
国
保
は
1
年
）

を
設
け
て
い
ま
す
が
、
マ
イ

ナ
保
険
証
は
そ
れ
に
加
え
て

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
自
体
の
有
効

期
限
に
も
注
意
が
必
要
。
カ

ー
ド
に
内
蔵
さ
れ
た
電
子
証

明
書
は
発
行
日
か
ら
5
回
目

の
誕
生
日
に
満
期
を
迎
え
ま

す
。
カ
ー
ド
の
取
得
日
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
か
ら
、

「
年
度
途
中
な
の
に
保
険
証

が
使
え
な
い
」
事
態
も
。
ま

た
医
療
機
関
や
薬
局
の
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
の
不
具
合
に
よ

り
情
報
を
読
み
取
れ
な
い
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
こ
ん
な
時
、
マ
イ

ナ
保
険
証
は
役
に
立
た
ず
、

国
は
「
利
用
者
は
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
も
携
帯
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
掛
け
。

不
便
？

一
方
で
、
加
入
や
脱
退
、

住
所
や
氏
名
の
変
更
な
ど
の

届
け
出
は
従
来
通
り
。
マ
イ

ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
て
も

こ
う
し
た
情
報
は
本
人
が
申

告
し
な
い
限
り
、
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
紛
失
や
破
損
な
ど

に
よ
る
再
発
行
は
資
格
確
認

書
な
ら
支
部
事
務
所
で
受
け

付
け
ら
れ
ま
す
が
、
マ
イ
ナ

保
険
証
は
居
住
地
の
役
所
が

窓
口
に
。
練
馬
区
の
場
合
、

一
連
の
手
続
き
に
「
1
カ
月

程
度
」
か
か
り
ま
す
。

手
元
に
な
け
れ
ば
「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
で
代
用
で

き
る
の
で
は
」
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ

が
、
国
は
こ
れ
を
認
め
ず
。

加
入
者
は
所
属
す
る
健
康
保

険
組
合
に
90
日
間
限
定
の
資

格
確
認
書
の
発
行
を
求
め
、

そ
れ
を
医
療
機
関
や
薬
局
の

窓
口
で
提
示
し
ま
す
。
万
一

の
時
は
支
部
事
務
所
に
も
忘

れ
ず
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

先
日
、
日

本
被
団
協
の

て
る

み

田
中
熙
巳
代

表
委
員
の
話

を
聞
い
た
。

同
団
体
は
昨

年
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
に
選
ば
れ
た
が
、
日

本
政
府
は
核
兵
器
の
保
有
や

威
嚇
な
ど
を
全
面
的
に
禁
じ

た
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参

加
を
拒
ん
だ
ま
ま
。
そ
ん
な

政
府
を
ど
う
思
う
か
。
田
中

さ
ん
は
こ
う
答
え
た
。
「
日

本
政
府
が
悪
い
の
で
は
な

い
。
そ
れ
を
選
ん
で
い
る
国

民
が
悪
い
」
▼
日
本
国
憲
法

は
前
文
で
「
日
本
国
民
は
、

正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に

お
け
る
代
表
者
を
通
じ
て
行

動
し
―
」
と
う
た
う
。
昨
年

の
衆
院
選
で
与
党
の
自
民
と

公
明
は
大
敗
し
、
与
野
党
の

勢
力
が
逆
転
。
石
破
茂
首
相

は
野
党
の
声
に
も
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
感
じ
る
こ
と
に
▼
そ

の
野
党
は
�
木
を
見
て
森
を

見
ず
�
か
。
所
得
税
や
社
会

保
険
料
の
負
担
が
生
じ
る
こ

と
で
手
取
り
が
減
る
年
収
の

境
界
線
�
年
収
の
壁
�
や
、

高
校
授
業
料
無
償
化
と
引
き

付
け
た
も
の
の
、
財
源
や
効

果
は
い
か
に
▼
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
で
元
首
相
の
石
橋
湛
山

は
生
前
、
「
民
主
政
治
は
往

々
に
し
て
皆
さ
ん
の
ご
き
げ

ん
を
取
る
」
と
前
置
き
し
、

「（
私
は
）ご
き
げ
ん
取
り
は

し
な
い
つ
も
り
」た
だ「
誤
っ

た
ら
ど
う
か
批
判
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
」と
訴
え
た
。総

選
挙
後
、
私
た
ち
は�
批
判
�

を
怠
っ
て
い
な
い
か
。（
今
）

交付会で渡されるのは？ 医療機関や薬局の窓口では？ 注意点は？

マイナ保険証を…

持っていない 見せるだけ 年度末に更新

資格確認書と健康診断の受診券

持っている

①カードリーダーにかざす
②顔認証、または暗証番号
の入力
●機器不具合の時、「資格
情報のお知らせ」も見せ
る
●「資格情報のお知らせ」
だけ見せるのは無効

①年度末に更新
②マイナカード自体の有効期限（5
年）
③マイナカードの紛失時、再発行の
申請先は市区町村（支部事務所に
も連絡を）資格情報のお知らせと健康診断の受診券

※加入や脱退、住所変更はこれまで通り支部窓口で手続き

土建国保年度末交付会の予定
分会 日程 会場

北 練 馬 3/30（日）午後6時～ 北町地域集会所

田 柄 3/30（日）午後1時～ 田柄地区区民館

練 馬 3/30（日）午後3時～ 練馬四丁目都営集会所

桜 台 3/30（日）午後1時～ 分会センター

豊 玉 3/30（日）午後3時30分～ 練馬支部会館

春 日 3/30（日）午後3時30分～ 春日町地域集会所

高 松 3/30（日）午後3時～（共通）
①分会センター（2・3・7群）
②高松地区区民館（上記以外）

貫 井 3/30（日）午前11時～ 分会センター

土 支 田 3/30（日）午後1時～ 土支田地域集会所

南 田 中 3/30（日）午後3時～ 分会センター

大 泉 東 3/29（土）午後7時30分～ 北大泉地区区民館大広間

学 園 3/27（木）、28（金）、29（土）
各午後7時30分～ 分会センター

西 大 泉 3/31（月）午後7時～9時 西大泉地区区民館大広間

泉 3/30（日）午後1時30分～ 練馬区勤労福祉会館2階

石 神 井 台 3/30（日）午後6時～ 石神井台地域集会所和室

上 石 神 井 3/30（日）午前10時～ 上石神井北地域集会所

旭町光が丘 3/30（日）正午～ 旭町南地区区民館

北 事 業 所 3/27（木）午後3時～ 練馬支部会館

石 神 井 3/30（日）午後4時30分～ 髙野台地域集会所

谷 原 台 3/30（日）午後1時30分～ 谷原地域集会所

関 町 3/30（日）午前11時30分～ 分会センター

新 大 泉 3/29（土）午後7時～ 大泉地域集会所

早 宮 3/30（日）午後3時～ 分会センター

中 村 3/30（日）午前11時～ 練馬支部会館

富 士 見 台 3/30（日）午前10時～ 分会センター

新 豊 玉 3/30（日）午後2時30分～ 旭丘地域集会所

北 大 泉 3/30（日）午後1時～ 分会センター

南 事 業 所 3/27（木）午前11時～ 練馬支部会館
※会場の都合などにより、日程や会場が変更となる場合があります。

看
板
違
え
ど
や
る
こ
と
一
緒

看
板
違
え
ど
や
る
こ
と
一
緒

つかもうぜ！ 保険証 と受診券つかもうぜ！�保険証�と受診券
土建国保年度末交付会土建国保年度末交付会

写真提供：デジタル庁写真提供：デジタル庁

（3月8日現在）



（2）2025年3月9日（日）け ん せ つ 北 部（第三種郵便物認可）第2797号

東
京
土
建
の
組
合
員
は
必

ず
分
会
・
群
に
所
属
し
ま
す
。

そ
の
分
会
は
同
組
合
規
約
第

25
条
に
よ
り
年
1
回
以
上
、

分
会
総
会
を
開
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
各
分
会
は
例
年
3
月

下
旬
に
開
催
し
、
運
動
方
針

や
予
算
、
決
算
を
話
し
合
う

こ
と
に
加
え
、役
員
も
選
出
。

分
会
紙
で
告
示
を
大
き
く
載

せ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
大
泉

東
分
会
は
「
み
ん
な
で
参
加

み
ん
な
で
決
め
よ
う
」
田

柄
分
会
は
「
分
会
の
組
織
も

高
齢
化
。
若
い
方
へ
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
と
年
々
言
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
物
価
高
、
共
働
き

で
『
何
々
に
参
加
で
き
ま
せ

ん
』
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ

こ
を
何
と
か
」
と
呼
び
掛
け

て
い
ま
し
た
。

東
京
土
建
の
意
義
は
「
建

設
労
働
者
の
仕
事
と
暮
ら
し

に
根
ざ
し
た
共
通
の
要
求
を

土
台
に
団
結
し
、
そ
の
要
求

を
実
現
す
る
た
め
」
（
同
組

合
綱
領
）
。
細
部
に
わ
た
っ

て
仲
間
の
声
を
聞
き
、
そ
の

思
い
の
実
現
を
目
指
し
て
教

育
宣
伝
部
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
専
門
部
を
設
け
て
い

ま
す
。

分
会
総
会
を
控
え
、
改
め

て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
紹
介

し
ま
す
。
ぜ
ひ
名
乗
り
を
上

げ
て
あ
な
た
の
思
い
を
ぶ
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

【
群
役
員
】

○
群
長

分
会
執
行
委
員
会
へ
出
席

し
ま
す
。
群
会
議
で
は
『
群

の
仲
間
』
を
読
み
上
げ
、
分

会
執
行
委
員
会
で
決
ま
っ
た

こ
と
を
報
告
し
、
仲
間
の
意

見
を
聞
き
、会
議
を
ま
と
め
、

分
会
執
行
委
員

会
に
仲
間
の
要

望
を
伝
え
ま

す
。
群
の
加
入

・
脱
退
・
移
動

・
共
済
申
請
に

対
応
し
ま
す
。

○
副
群
長

群
長
を
補
助

し
、
群
会
議
報

告
書
を
ま
と
め

ま
す
。

○
群
会
計

後
六
役
会
議

に
出
席
。
群
会

議
で
は
組
合
費

・
土
建
国
保
料

の
納
入
を
確
認

し
、
領
収
書
を

発
行
し
ま
す
。

未
納
者
・
脱
退

者
が
あ
る
時
は

群
長
と
協
力
し

て
対
応
も
。

【
分
会
六
役
】

○
分
会
長

分
会
の
責
任
者
。
分
会
総

会
、
分
会
執
行
委
員
会
、
分

会
六
役
会
議
の
ま
と
め
役
。

分
会
長
会
議
は
年
12
回
＋

α
。

○
副
分
会
長

分
会
長
を
補
佐
し
ま
す
。

○
執
行
委
員
（
支
部
役
員
）

分
会
代
表
と
し
て
支
部
執

行
委
員
会
へ
出
席
し
、
分
会

の
意
見
を
発
表
す
る
な
ど
討

議
・
決
定
に
参
加
。
そ
の
内

容
を
分
会
へ
伝
え
ま
す
。
担

当
の
専
門
部
会
の
議
長
も
務

め
ま
す
。
執
行
委
員
会
は
年

12
回
＋
α
。

○
組
織
部
長

組
織
管
理
（
加
入
・
異
動

・
脱
退
）
。
組
織
の
整
備
と

強
化
。
拡
大
運
動
推
進
。
青

年
部
・
後
継
者
・
女
性
の
会

対
策
。
部
会
は
年
12
回
。

○
財
政
部
長

組
合
の
要
求
実
現
運
動
を

支
え
る
財
政
の
担
当
（
支
部

・
分
会
）
、
日
常
の
収
納
・

管
理
・
支
払
い
。
部
会
は
年

13
回
。

○
教
育
宣
伝
部
長

支
部
・
分
会
の
組
合
運
動

を
伝
え
る
機
関
紙
活
動
。
分

会
紙
発
行
。
組
合
方
針
を
理

解
さ
せ
る
た
め
の
教
育
宣
伝

活
動
（
学
習
会
の
組
織
・
集

約
）
。
部
会
は
年
12
回
。

【
分
会
専
門
部
長
】

○
賃
金
対
策
部

野
丁
場
関
係
の
要
求
を
集

約
し
、
大
手
企
業
交
渉
な
ど

賃
金
・
現
場
要
求
運
動
。
区

内
で
は
、
公
契
約
条
例
制
定

運
動
を
推
進
（
主
な
仕
事
先

が
野
丁
場
の
方
を
選
出
）
。

○
Ｐ
Ａ
Ｌ

大
手
資
本
へ
の
要
求
運
動

や
企
業
交
渉
を
推
進
（
大
手

企
業
の
現
場
で
働
く
組
合

員
）
。

○
仕
事
対
策
部

住
宅
関
係
（
町
場
・
新
丁

場
）
の
要
求
集
約
と
仕
事
確

保
の
取
り
組
み
。
分
会
住
宅

デ
ー
を
担
当
。

○
労
働
対
策
部

労
働
問
題
全
般
を
担
当

し
、
労
働
安
全
や
労
働
衛
生

の
講
習
会
・
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
労
働
災
害
を
な
く
す

運
動
、
労
災
保
険
加
入
の
促

進
。
ア
ス
ベ
ス
ト
関
係
の
運

動
も
推
進
。

○
技
術
対
策
部

組
合
員
の
技
能
者
と
し
て

の
技
術
向
上
や
技
能
講
習
・

教
育
の
促
進
と
普
及
。
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
（
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
）
の
推
進
。
地

域
活
動
で
は
、
練
馬
ま
つ
り

・
練
馬
こ
ど
も
ま
つ
り
を
担

当
し
、
子
ど
も
向
け
工
作
教

室
の
運
営
。

○
社
会
保
障
対
策
部

社
会
保
障
運
動
の
推
進
。

資
格
確
認
書
な
ど
の
交
換
、

健
康
診
断
促
進
、
健
康
教
室

の
実
施
、土
建
国
保
の
課
題
。

○
税
金
経
営
対
策
部

消
費
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
な
ど
税
金
の
学
習
を
通
じ

て
、
税
務
行
政
民
主
化
の
運

動
や
税
務
調
査
対
策
、
税
務

署
交
渉
な
ど
の
活
動
。
消
費

税
減
税
を
目
指
す
地
域
の
運

動
に
も
参
加
。

○
厚
生
文
化
部

組
合
員
の
生
活
を
支
援
す

る
各
種
共
済
制
度
を
担
当
。

ど
け
ん
火
災
共
済
・
地
震
共

済
・
自
転
車
保
険
・
自
動
車

共
済
の
普
及
。
米
の
共
同
購

入
の
普
及
。
観
劇
な
ど
文
化

の
普
及
。
組
合
の
ス
ポ
ー
ツ

・
文
化
行
事
活
動
を
推
進
。

○
事
業
所
対
策
委
員

事
業
所
の
組
合
員
が
対

象
。
会
議
と
交
流
会
を
通
し

て
仕
事
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
、従
業
員
の
組
合
参
加
、

分
会
と
分
会
内
事
業
所
の
架

け
橋
の
役
割
。

○
後
継
者
対
策
部

後
継
者
行
事
の
企
画
・
運

営
を
通
じ
て
、
若
手
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
の
組
合
の
結
集
。

分
会
で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
で
組
合
へ
の
結
集

を
推
進
（
50
歳
未
満
か
ら
選

出
）
。

○
青
年
部

青
年
組
合
員
の
交
流
を
通

じ
て
組
合
活
動
へ
の
参
加
を

推
進
。
仲
間
と
一
緒
に
メ
ー

デ
ー
で
の
制
作
物
を
手
掛
け

る
ほ
か
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
も

（
30
歳
以
下
の
組
合
員
）
。

○
シ
ニ
ア
友
の
会

高
齢
者
組
合
員
の
交
流
を

深
め
る
ほ
か
、
地
域
の
高
齢

期
要
求
運
動
に
も
参
加
（
65

歳
以
上
の
組
合
員
）
。

○
女
性
の
会

家
族
ぐ
る
み
で
の
組
合
活

動
参
加
の
ほ
か
、
学
習
を
軸

に
女
性
の
要
求
運
動
も
。
子

育
て
世
代
の
取
り
組
み
。
分

会
女
性
の
会
確
立
（
女
性
組

合
員
ま
た
は
女
性
の
家
族
）。

○
憲
法
平
和
対
策
部

憲
法
を
学
び
、
憲
法
カ
フ

ェ
、
憲
法
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
組
合
の
平
和
学
習
・
運

動
を
推
進
。
地
域
の
運
動
に

も
参
加
。

分会総会の予定
会場

北町地域集会所
田柄地区区民館
練馬四丁目都営集会所
分会センター
練馬支部会館
春日町地域集会所
高松地区区民館
分会センター
土支田地域集会所
分会センター
北大泉地区区民館 多目的室
分会センター
西大泉地区区民館
練馬区勤労福祉会館 2階
石神井台地域集会所 和室
上石神井北地域集会所
旭町南地区区民館
練馬支部会館
髙野台地域集会所
谷原地域集会所
分会センター
分会センター
分会センター
練馬支部会館
分会センター
旭丘地域集会所
分会センター
練馬支部会館

※会場の都合などにより、日程や会場が変更となる場合があります。

日程
3／30（日） 午後8時～
3／30（日） 午後3時～
3／30（日） 午後1時～
3／30（日） 午後3時～
3／30（日） 午後2時～
3／30（日） 午後1時30分～
3／30（日） 午後1時～
3／30（日） 午前10時30分～
3／30（日） 午前9時～
3／30（日） 午後1時～
3／23（日） 午前9時30分～
3／23（日） 午後7時30分～
3／23（日） 午前9時～
3／30（日） 午前10時～
3／30（日） 午後1時30分～
3／30（日） 午後1時～
3／30（日） 午前10時～
3／27（木） 午後2時～
3／30（日） 午後3時～
3／30（日） 午後2時30分～
3／30（日） 午後1時～
3／30（日） 午前9時～
3／30（日） 午後1時～
3／30（日） 午前10時～
3／30（日） 午後1時～
3／30（日） 午後1時～
3／30（日） 午前10時～
3／27（木） 午前10時～

分会
北 練 馬
田 柄
練 馬
桜 台
豊 玉
春 日
高 松
貫 井
土 支 田
南 田 中
大 泉 東
学 園
西 大 泉

泉
石 神 井 台
上 石 神 井
旭町光が丘
北 事 業 所
石 神 井
谷 原 台
関 町
新 大 泉
早 宮
中 村
富 士 見 台
新 豊 玉
北 大 泉
南 事 業 所

春
闘
勝
利
！
中
央
総
決
起

大
会
で
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲

げ
る
練
馬
支
部
の
仲
間

（
2
0
2
5
年
3
月
）

「
み
ん
な
で
参
加

み
ん
な
で
決
め
よ
う
」

一一年年のの計計はは分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ににあありり

住宅デーで来場者の包丁を研ぐ
大泉東分会の仲間（24年11月）

あああああああああああああああああああああああ
ななななななななななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ののののののののののののののののののののののの
思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ををををををををををををををををををををををを

実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
ににににににににににににににににににににににに

あああああああああああああああああああああああ
ななななななななななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ののののののののののののののののののののののの
思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ををををををををををををををををををををををを

実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
ににににににににににににににににににににににに

群
役
員
・
分
会
六
役
・

各
専
門
部
の
紹
介

群
役
員
・
分
会
六
役
・

各
専
門
部
の
紹
介

（3月8日現在）

分
会
対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
参
加
し
た

関
町
分
会
の
仲
間
（
25
年
3
月
）
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練
馬
支
部
憲
法
平
和
対
策

部
と
教
育
宣
伝
部
は
2
月
16

日
に
平
和
学
習
ツ
ア
ー
を
開

き
、
12
人
が
参
加
。
東
京
大

空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー

（
江
東
区
）
を
訪
ね
ま
し
た
。

東
京
大
空
襲
は
短
時
間
に

大
勢
の
命
が
奪
わ
れ
、
史
上

ま
れ
に
見
る
惨
事
で
す
。
東

京
都
は
こ
の
空
襲
の
記
録
と

記
憶
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
、
�
平
和
祈
念
館
�
の
建

設
を
計
画
し
た
も
の
の
、
1

9
9
9
年
に
石
原
慎
太
郎
知

事（
当
時
）が
事
業
凍
結
を
表

明
。
そ
の
後
進
展
し
な
か
っ

た
こ
と
で
、
民
間
有
志
が
資

料
の
散
逸
を
防
ぐ
一
方
で
、

東
京
大
空
襲
を
語
り
継
ぎ
、

学
び
合
う
場
と
し
て
同
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

参
加
者
は
空
襲
体
験
者
の

話
に
耳
を
傾
け
た
後
、
被
災

し
ょ
う

い

だ
ん

地
図
や
焼
夷
弾
の
模
型
な

ど
の
展
示
品
を
見
な
が
ら
�

火
の
海
�
の
中
を
逃
げ
惑
う

人
た
ち
に
思
い
を
は
せ
て
い

ま
し
た
。

1
9
5
4
（
昭
和
29
）
年
3

月
1
日
、
米
国
は
太
平
洋
・
マ

ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
ビ
キ
ニ
環
礁

で
水
爆
実
験
を
行
い
、
爆
心
地

か
ら
1
6
0
キ
ロ
離
れ
た
海
域

で
操
業
中
の
マ
グ
ロ
漁
船
「
第

五
福
竜
丸
」
（
静
岡
県
焼
津
港

所
属
）
が
被
ば
く
し
ま
し
た
。

乗
組
員
は
放
射
性
物
質
を
含
ん

だ
い
わ
ゆ
る
�
死
の
灰
�
を
浴

び
、
こ
の
う
ち
無
線
長
の
久
保

山
愛
吉
さ
ん
は
「
原
水
爆
の
被

害
は
わ
た
し
を
最
後
に
し
て
ほ

し
い
」
と
言
い
残
し
、
息
を
引

き
取
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
は
被
ば
く
か
ら

71
年
。
2
月
28
日
か
ら
3
月
1

日
の
2
日
間
、
同
県
焼
津
市
と

静
岡
市
で
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
が

開
か
れ
、
練
馬
代
表
団
の
一
員

と
し
て
高
松
分
会
の

三
⻆
真
弓
さ
ん
、
南

事
業
所
分
会
の
畑
澤

友
美
さ
ん
、
書
記
局

ち

よ
し

の
山
内
雅
賀
さ
ん
が

参
加
（
全
体
は
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
含
め
約

1
3
0
0
人
）
。
核

兵
器
の
脅
威
を
学

び
、
核
兵
器
禁
止
条

約
の
実
効
性
を
高
め

る
た
め
に
こ
れ
か
ら

も
草
の
根
の
運
動
を

広
げ
る
こ
と
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。
3
人
の
報
告
は

小
紙
4
月
号
で
掲
載
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

「
少
数
で
逃
げ
ろ
、
暗
い

方
へ
逃
げ
ろ
」
そ
ん
な
母
の

言
葉
が
一
人
の
少
年
の
命
を

救
い
ま
し
た
。

東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料

セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
・
白
石
哲
三
さ
ん

（
87
）
は
1
9
4
5
（
昭
和

20
）
年
3
月
10
日
、
下
谷
区

（
現
・
台
東
区
）
に
家
族
7

人
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
竜
泉
国
民
学
校
（
現
・

東
泉
小
）
の
1
年
生
。
米
軍

の
Ｂ
29
爆
撃
機
約
3
0
0
機

は
同
日
未

明
、
東
京
の

下
町
上
空
に

飛
来
し
、
午

前
0
時
8
分

か
ら
2
時
間

半
に
わ
た
っ

て
焼
夷
弾
約

1
7
0
0
ト

ン
を
住
民
の

頭
上
に
降
り
注
ぎ
ま
し
た
。

白
石
さ
ん
の
自
宅
周
辺
は
あ

っ
と
い
う
間
に
火
の
手
が

上
が
り
、
身
一
つ
で
家
を

飛
び
出
す
こ
と
に
。
命
の
危

機
が
迫
る
中
で
も
「
母
は
冷

静
だ
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

「
全
員
よ
り
少
数
な
ら
リ
ス

ク
も
軽
減
さ
れ
る
。
ま
た
暗

い
場
所
は
燃
え
て
い
な
い
こ

と
の
証
し
。
戦
火
を
生
き
抜

く
知
恵
が
回
っ
た
」

う
そ
ぶ
く
国

戦
時
中
に
制
定
さ
れ
た

「
防
空
法
」
は
、
住
民
が
空

襲
か
ら
逃
げ
る
こ
と
を
禁

じ
、
消
火
を
義
務
付
け
て

い
ま
し
た
。
国
は
「
爆
弾

さ
く
れ
つ

は
炸
裂
し
た
瞬
間
し
か
爆

弾
で
は
な
い
。
あ
と
は
、

た
だ唯

の
火
事
で
は
な
い
か
」

と
う
そ
ぶ
き
、
そ
の
用
具

と
し
て
火
た
た
き
や
む
し

ろ
、
砂
袋
な
ど
を
紹
介
。

と
こ
ろ
が
、
白
石
さ
ん
は

「
と
て
も
そ
ん
な
状
態
で

は
な
い
」
と
力
を
込
め
て

語
り
ま
す
。
炎
や
熱
風
が

渦
巻
い
て
立
ち
上
げ
る
現

象
「
火
災
旋
風
」
に
よ
り
火

の
勢
い
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ

を
知
ら
ず
、
防
火
水
槽
の
水

も
蒸
発
し
な
す
す
べ
が
あ
り

ま
せ
ん
。
都
電
の
三
ノ
輪
車

庫
（
同
区
）
を
通
り
掛
か
っ

た
ら
、
炎
に
包
ま
れ
た
電
車

の
中
で
人
影
が
見
え
ま
し

た
。
「
頑
丈
と
思
い
逃
げ
込

ん
だ
の
が
あ
だ
に
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
安
全
な
は
ず
の
防

ご
う

空
壕
も
酸
欠
状
態
に
陥
り
、

大
勢
の
人
が
命
を
落
と
し
て

い
る
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

2
度
、
3
度

こ
の
一
晩
で
約
10
万
人
が

犠
牲
。
白
石
さ
ん
一
家
は
無

事
で
し
た
が
、
「
多
く
の
仲

間
を
失
っ
た
」
と
唇
を
か
み

し
め
ま
す
。自
宅
を
は
じ
め
、

周
辺
の
建
物
は
焼
失
し
、

「
（
約
2
キ
ロ
離
れ
た
）
浅

草
ま
で
見
渡
せ
る
ほ
ど
焼
け

野
原
」
に
。
そ
の
後
平
和
島

（
現
・
大
田
区
）
の
親
戚
宅

に
身
を
寄
せ
ま
す
が
、
45
年

4
月
15
日
の
空
襲
で
焼
け
出

さ
れ
ま
し
た
。
馬
込
（
同
）

の
別
の
親
戚
宅
に
移
っ
た
も

の
の
、
5
月
25
日
の
空
襲
に

よ
り
全
焼
。
天
皇
が
国
民
に

終
戦
を
伝
え
る「
玉
音
放
送
」

は
8
月
15
日
正
午
に
流
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
間

白
石
さ
ん
は
生
死
の
境
を
さ

ま
よ
い
ま
し
た
。

子
孫
の
た
め

あ
の
惨
劇
か
ら
80
年
。
各

地
の
空
襲
被
害
者
は
国
に
補

償
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
国

家
の
非
常
事
態
に
受
け
た
被

害
は
等
し
く
我
慢
す
べ
き
と

の
「
戦
争
被
害
受
忍
論
」
を

盾
に
寄
り
添
お
う
と
し
ま
せ

ん
。ア

ジ
ア
太
平
洋
戦
争
後
、

日
本
は
他
国
と
一
戦
を
交
え

て
い
ま
せ
ん
が
、防
衛
費（
軍

事
費
）
が
年
々
増
え
て
い
る

こ
と
を
は
じ
め
、
「
危
機
感

を
覚
え
る
」
と
白
石
さ
ん
は

明
か
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

「
戦
争
は
や
っ
て
は
い
け
な

い
」
少
年
期
に
刻
ま
れ
た
記

憶
が
自
分
を
奮
い
立
た
せ
、

今
日
も
子
や
孫
の
世
代
に
伝

え
て
い
ま
す
。

拡
大
を
は
じ
め
、
春
の
諸
活
動

に
向
け
て
私
た
ち
が
置
か
れ
た
状

況
を
押
さ
え
る
「
分
会
情
勢
学
習

会
」
が
2
月
27
、
28
の
両
日
に
各

分
会
で
行
わ
れ
、
講
師
役
の
オ
ル

グ
を
含
め
2
2
2
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
「
暮
ら
し
と
仕
事
の
思
い

を
語
り
合
お
う
」
と
銘
打
ち
、
物

価
高
や
働
き
方
改
革
な
ど
の
関
心

が
高
い
テ
ー
マ
を
示
し
た
こ
と

で
、
意
見
交
換
が
活
発
に
。
た
だ
、

課
題
は
挙
が
っ
た
も
の
の
、
そ
れ

を
ど
う
行
動
に
つ
な
げ
て
い
く
か

が
深
め
ら
れ
ず
、
再
考
の
余
地
を

残
し
ま
し
た
。

中
で
も
冒
頭
の
物
価
高
は
、
主

食
の
米
が
日
ご
と
に
値
上
が
り

し
、
悲
鳴
が
上
が
り
ま
し
た
。
事

業
所
所
属
の
参
加
者
は
「
『
お
米

が
高
く
て
買
え
な
い
』
と
実

習
生
か
ら
相
談
さ
れ
、
会
社

で
お
米
を
購
入
し
配
っ
た
」

と
切
迫
し
た
状
況
を
伝
え
て

い
ま
す
。
政
府
は
価
格
調
整

の
た
め
備
蓄
米
を
放
出
し
ま

す
が
、
「
米
だ
け
で
な
く
一

様
に
物
価
が
上
昇
し
て
い
る

中
、
（
こ
の
政
策
は
）
本
当

に
有
効
か
」
と
疑
問
も
。
ま

た
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し

て
国
や
地
方
自
治
体
で
「
週

休
3
日
制
」
が
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、「
建

設
業
に
は
な
じ
ま
な
い
」
「
賃
金

の
引
き
上
げ
が
伴
わ
な
け
れ
ば
話

に
な
ら
な
い
」
と
の
意
見
が
大
勢

を
占
め
ま
し
た
。

テ
キ
ス
ト
の
巻
末
に
日
本
の
収

支
（
2
0
2
4
年
度
当
初
予
算
）

を
掲
載
。
文
教
や
科
学
振
興
費
、

公
共
事
業
費
に
そ
れ
ぞ
れ
数
％
し

か
割
い
て
い
な
い
こ
と
に
驚
き
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
後
継
者

を
育
て
よ
う
に
も
、
老
朽
化
し
た

イ
ン
フ
ラ
を
改
修
し
よ
う
に
も
先

立
つ
も
の
が
な
け
れ
ば
進
め
ら
れ

ま
せ
ん
。
参
加
者
の
中
に
は
「
こ

う
し
た
実
態
を
共
有
し
、
是
正
に

向
け
て
要
求
の
声
を
上
げ
て
い
く

の
も
建
設
労
働
組
合
の
役
割
だ
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

思う…想う…憶う 3月の空の下思う…想う…憶う 3月の空の下

戦
時
中
、
国
が
推
奨
し
た

防
火
用
具

3・10の東京下町に思いはせ3・10の東京下町に思いはせ

見学中の参加者

母
の
言
葉
で
命
拾
い

き
な
臭
さ
に
危
機
感

空
襲
体
験
者
・
白
石
哲
三
さ
ん白石さん

平和学習ツアー平和学習ツアー

戦後80年

切
迫
し
た
状
況
を
共
有
、行
動
へ

分
会
情
勢
学
習
会

物価高、値上げ、引き上げ…

久
保
山
さ
ん
の
墓
前
で
手
を
合
わ
せ
る
右

か
ら
畑
澤
さ
ん
、
三
⻆
さ
ん
、
山
内
さ
ん

ビキニデー集会
核なき世界目指すと誓い合い
被ばく71年

テ
キ
ス
ト
を
見
な
が
ら
思
い
思
い

に
語
る
旭
町
光
が
丘
分
会
の
仲
間
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「
収
受
日
付
印
が
押
さ
れ

た
確
定
申
告
書
の
控
え
」
は

東
京
土
建
国
民
健
康
保
険
組

合
の
就
業
実
態
調
査
を
は
じ

め
、
省
庁
へ
の
許
認
可
申
請

や
、
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
時
な
ど
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
国
税
庁
は
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ
―
ｔ
ａ
ｘ
＝
イ
ー
タ

ッ
ク
ス
）
の
普
及
を
含
む
税

務
行
政
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
化
を
進
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
2
0
2
5
年
1
月

に
収
受
日
付
印
の
押
印
を
取

り
や
め
る
と
発
表
。
波
紋
を

広
げ
て
い
ま
す
。

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連

合
（
全
建
総
連
）
を
通
じ
た

要
請
行
動
の
中
で
国
税
庁
は

「
行
政
、
金
融
な
ど
の
各
機

関
に
控
え
の
提
出
を
求
め
な

い
よ
う
説
明
を
続
け
て
き

た
」
「
当
面
日
付
と
税
務
署

名
を
記
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

（
写
真
）
を
希
望
者
に
渡
す
」

と
回
答
。
た
だ
、
他
の
省
庁

は
届
け
出
書
類
へ
の
収
受
印

を
継
続
す
る
と
し
て
お
り
、

「
か
た
く
な
に
廃
止
の
方
針

を
崩
さ
な
い
の
は
な
ぜ
か
」

「
ど
う
し
て
別
の
手
間
を
増

や
す
の
か
」
と
疑
問
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。
元
立
正

大
教
授
で
税
理
士
の
浦
野
広

明
さ
ん
は
憲
法
や
民
法
を
考

慮
し
た
上
で
「
申
告
書
控
え

な
つ
い
ん

へ
の
捺
印
は
行
政
の
義
務
。

国
民
に
は
受
け
る
権
利
が
あ

る
」
と
断
じ
て
い
ま
し
た
。

東
京
土
建
練
馬
支
部
も
加

わ
る
「
3
・
13
重
税
反
対
練

馬
実
行
委
員
会
」
は
練
馬

東
、
練
馬
西
の
両
税
務
署
と

の
交
渉
で
収
受
日
付
印
の
廃

止
問
題
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

国
税
庁
は
収
受
日
付
印
に
代

わ
る
証
明
の
方
法
と
し
て
ｅ

―
ｔ
ａ
ｘ
の
ほ
か
、
税
務
署

に
出
向
く
手
間
と
手
数
料
も

取
ら
れ
る
開
示
請
求
な
ど
を

挙
げ
て
い
ま
す
が
、
実
行
委

員
会
は
「
い
ず
れ
も
納
税
者

の
不
利
益
で
し
か
な
い
」
と

ば
っ
さ
り
。
税
務
署
の
幹
部

職
員
は
「
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

る
こ
と
は
理
解
で
き
る
」
と

答
え
た
も
の
の
、
そ
の
後
言

葉
を
詰
ま
ら
せ
ま
し
た
。
実

行
委
員
会
は
さ
ら
に
追
及
し

「
押
印
廃
止
は
、
個
人
的
に

は
理
解
し
難
い
」
と
幹
部
職

員
の
�
個
人
的
見
解
�
を
引

き
出
し
て
い
ま
す
。
支
離
滅

裂
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。

国
税
庁
は
26
年
ま
で
に
、

全
税
務
署
を
対
象
に
内
部
事

務
を�
業
務
セ
ン
タ
ー
�化
。

ス
タ
ッ
フ
を
調
査
と
徴
収
に

集
中
さ
せ
る
方
針
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

税
務
署
窓
口
で
申
告
書
な
ど

を
受
け
付
け
ず
、
ま
た
納
税

者
へ
の
書
類
の
送
付
を
取
り

や
め
、
か
え
っ
て
�
納
税
者

サ
ー
ビ
ス
�
の
低
下
を
招
く

こ
と
に
。
収
受
日
付
印
の
廃

止
は
そ
の
序
章
と
押
さ
え
て

お
く
べ
き
で
す
。

ホテルカデンツァ東京（練馬区）に13分会から38人が
顔をそろえました。飲み放題付きのバイキングに加えて、
テーブルごとのミニくじ引き大会と大いに盛り上がり。
ホテル側から「うるさい」とクレームが来るほどでした。

新里咲羽さん
（南事業所分会）

ヨ
コ
の
カ
ギ

1

チ
ャ
ン
バ
ラ
映
画
は
そ

の
代
表

5

入
学
や
遠
足
は
…
…
の

季
語

7

ス
タ
ー
の
…
…
色
紙

8

英
語
で
サ
ク
ラ
ン
ボ
は

？

10

イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ア

11

…
…
志
貫
徹

12

台
所
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
一
文
字
で
表
す
と
？

13

…
…
侯
貴
族

14

黄
色
い
羽
に
黒
い
筋
が

あ
る
大
形
の
チ
ョ
ウ

18

燃
料
用
の
ガ
ス
を
貯
蔵

す
る
大
き
な
建
造
物

20

…
…
の
大
木

21

モ
ラ
ル
。
政
治
…
…

22

…
…
忘
る
べ
か
ら
ず

・
橋
本
修
一
さ
ん
（
田
柄
分

会
）
…
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

・
シ
ャ
ッ
タ
ー
施
工
技

術
者（
1
人
）※
急
募
、

未
経
験
可
、
要
普
通
免

許
有
限
会
社
髙
崎
工
業

（
新
豊
玉
分
会
）
練
馬

区
豊
玉
北
2
―
11
―
14

☎
03
―
3
5
5
7
―

7
7
9
3

タ
テ
の
カ
ギ

1

東
京
と
パ
リ
の
…
…
は

8
時
間

2

小
腸
に
つ
づ
く
消
化
器

官

3

5
万
円
以
上
の
領
収
証

に
は
収
入
…
…
の
添
付

が
必
要

4

「
凶
事
」
の
対
義
語
は

？

5

ア
ナ
ロ
グ
時
計
に
は
…

…
が
付
い
て
い
ま
す

6

野
球
な
ど
の
新
人
選
手

9

…
…
の
下
の
力
持
ち

11

干
潮
の
砂
浜
で
貝
を
と

り
ま
す

12

「
美
し
い
」「
正
し
い
」

な
ど
「
い
」
で
終
わ
る

品
詞

14

…
…
前
田
の
ク
ラ
ッ
カ

ー

15

バ
イ
オ
リ
ン
は
…
…
楽

器

16

何
も
書
か
れ
て
い
な
い

紙

17

小
麦
粉
が
原
料
の
め
ん

類

19

一
…
…
の
虫
に
も
五
分

の
魂

1
月
9
日
号
（
2
7
8
9
号
）
の
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者

答
え

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

当
選
者

田
柄
分
会

橋
本
修
一
さ
ん

豊
玉
分
会

永
島
江
里
子
さ
ん

旭
町
光
が
丘
分
会

小
澤
日
美
子
さ
ん

新
大
泉
分
会

尾
髙
健
一
さ
ん

南
事
業
所
分
会

新
里
咲
羽
さ
ん

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

新
し
い
問
題
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
正

解
を
答
え
て
お
送
り
い
た
だ
い
た
方
の

中
か
ら
抽
選
で
5
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
（
5
0
0
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

【
宛
先
】
〒
1
7
6
―
0
0
2
3

練
馬
区
中
村
北
1
―
6
―
2

東
京

土
建
練
馬
支
部
「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
係

【
締
め
切
り
】
4
月
25
日
（
金
）
支
部

到
着
分
ま
で

余
白
に
お
便
り
や
イ
ラ
ス
ト
を
自
由

に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

納
税
者
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
招
く
Ｄ
Ｘ
化

収受日付印廃止問題
押せば済むのに…2月16日

練馬支部
シニア友の会
新春のつどい

“うるさい？”
上等じゃないか
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